
 平成 27 年度事業報告書 
(平成 27年４月１日から平成 28年３月 31日まで) 

 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 公益社団法人とやま被害者支援センター 

1	
 相談活動 

 
H25年度 H26年度 H27年度 前年度対比 

206件 331件 354件 ＋23件(＋7.0%) 
⑴	
 稼働状況 

年間 243日	
 月曜日～金曜日 10:00～16:00 (年末年始、祝日を除く。) 
⑵	
 相談活動の内訳 

相談活動 354件の内訳は、電話相談 320件、面接による相談 34件 
⑶   無料法律相談等 
ア	
 富山県弁護士会の協力を得て、平成 26年度から本実施に移行 
イ	
 平成 27年度は法律相談を２回実施、心理面接相談はなし 

２	
 直接的支

援活動 

 
H25年度 H26年度 H27年度 前年度対比 

228回 207回 28回 －179回(－86.5%) 
 
⑴  	
 支援内容 
	
 付添(公判傍聴、検察庁、警察等)、代理傍聴、自宅訪問の実施等 

⑵   減少理由 
ア	
 統計方法の変更により、従来は、直接的支援対象の電話・面接相談は直

接的支援活動に計上していたが、平成 27年度から電話相談は電話相談に、
面接相談は面接相談に、それぞれ計上 

イ	
 直接的支援活動対象事案の減少及び直接的支援活動対象被害者関係の

公判の終了等による支援回数の減少 
ウ	
 富山県人が県外で事件事故に遭う事案の増加(支援を発生県に委託) 

⑶   広域連携支援活動の推進等 
ア	
 関係機関、他県被害者支援センターとの連携した支援、犯罪被害の広域

化に対応した被害者支援活動を推進 
イ	
 警察からの情報提供件数	
 ３件(前年対比－1件	
 累計 13件) 
 

３	
 自助グル

ープ支援活

動 

 
区分＼年度 H26年度 H27年度 前年度対比 
実 施 回 数 11回 11回 ±0回(±0%) 
延べ参加者数 41人 41人 ±0回(±0%) 
ア	
 平成 27年度も、広く門戸を開放するとして平成 26年度に続き、毎月開
催 

イ	
 当センターからは２～３名が交替で参加 
 



 
４	
 広報啓発

活動 

 
活動区分＼年度 H25年度 H26年度 H27年度 前年度対比 
広報活動 21回 34回 34回 ±0回(±0.0%) 
啓発活動 65回 39回 37回 －2回(－5.1%) 
計 86回 73回 71回 －2回(－2.7%) 

 

⑴   	
 センターだよりの発行 
ア	
 ４月(18号)、８月(19号)、12月(20号)の３回、各 3,800部を発行 

イ	
 表紙絵は、南砺市在住の日展会員の岡田
お か だ

	
 繁
しげ

憲
のり

氏に依頼 
(2)  広報用パンフレットの増刷	
 	
 5,000部 
(3)  広報啓発物品の作成 
ア	
 ウエットティシュ	
 	
 	
  	
 3,000個 
イ	
 A4クリアファイル	
  	
 	
  3,000個 
ウ	
 講演会＆コンサートチラシ 7,000枚 
ウ	
 卓上カレンダー	
 	
 	
 	
      300冊	
 等 

⑷   ホームページ	
 更新６回 
⑸   講演会&コンサートの開催 
ア	
 日時	
 平成 27年 11月 28日(土)13:30～16:00 
イ	
 場所	
 富山市千歳町１丁目３番１号	
  

パレブラン高志会館 2階カルチャーホール 
	
 ウ	
 主催	
 公益社団法人とやま被害者支援センター 
エ	
 後援	
 富山県、富山県警察、富山県被害者支援連絡協議会、(公財)富山

県防犯協会 
オ	
 参加	
 230名 
カ	
 内容 
	
 	
 	
 第１部	
 命の大切を学ぶ教室作文コンクール表彰式・最優秀作品朗読 

第２部	
 講師	
 秋田看護福祉大福祉学部看護学科教授 山内	
 久子氏 
演題「花はつぼみのままで～犯罪被害者遺族の心情～」 

第３部	
 コンサート	
 シンガーソングライター 伊藤	
 敏博氏 
⑹   街頭活動 

11月 25日、富山県警察、富山県被害者支援連絡協議会と協働して JR富山
駅及び JR高岡駅前でチラシ等を配布 
⑺   とやま被害者支援センターの周知広報 
富山県内 16郵便局及び JR富山駅前地下通路にポスター掲出、富山市路面
電車の側面広告による県民への周知 

⑻   市町村広報誌への広告掲載 
ア	
 入善、黒部市、滑川市、上市町の広報誌の広告欄にセンター周知広告を

掲載 
イ	
 富山市報に毎月相談日程を掲載 
 



⑼   他団体行事の効果的活用 
８月２日音楽隊演奏会、９月４日交通安全県民大会、10月８日地域安全大

会、11 月７日暴力追放大会等の会場においてパネル展示、チラシ等の配布、
募金活動を実施 
⑽   自民党県議 PT等へのレクチャー(8月 21日、9月 9日、9月 15日) 
⑾   設立 10周年記念事業等検討委員会の開催 

8月 3日、9月 16日、平成 28年度に実施する設立 10周年記念事業等の方
向性を決定 

⑿   その他 
警察職員退職予定者給付説明会(2月 9日、10日、12日) 

 

５	
 支援活動

員のスキル

アップ 
 

⑴   継続研修等 
区分＼年度 H26年度 H27年度 前年度対比 
実 施 回 数 17回 13回 －４回(－23.5%) 
延べ受講者数 208人 164人 －44人(－21.2%) 

	
 ア	
 当センターの大久保理事をはじめ、弁護士、臨床心理士、検察官等を講

師として招聘し、各種研修活動を行いレベルアップに努めた。 
	
 イ	
 継続研修 
	
 	
 	
 ６月 19日、７月 14日、9月 25日、10月 13日、11月 28日、 
	
 	
 	
 １月 12日、２月 19日、３月 26日 
	
 ウ	
 事例検討会 
	
 	
 	
 ６月４日、７月２日、９月３日、10月１日、12月３日 
 
⑵   外部研修 

	
 区分＼年度 H26年度 H27年度 前年度対比 
参 加 回 数 14回 21回 ＋7回(＋50.0%) 
延べ受講者数 39人 48人 ＋9人(＋23.1%) 

	
  
	
 ア	
 県内研修 
	
 	
 	
 ５月 18日	
 心とからだの回復実践(NPOみどりの風) 
	
 	
 	
 11月５日	
 DV防止啓発講座(富山県女性財団) 
	
 12月 17日	
 司法面接に関する研修会(富山県) 
１月 14日	
 DV理解とその支援へ(女性相談センター) 
１月 17日	
 Let’s Voice研修会(Let’s Voice) 

イ	
 県外研修 
	
 ４月 19日	
 犯罪被害者支援弁護士フォーラム 
 10月 11・12日	
 グリーフケア講習会 
12月 7・8日  	
 自助グループ運営・連絡会議(内閣府) 

ウ	
 全国被害者支援ネットワーク行事等への参加 
○	
 全国事務局長会議	
 4月 25日 



	
 	
 ○	
 ネットワーク総会	
 5月 20日、11月 20日 
	
 	
 ○	
 ファンドレージング・ワークショップ	
 6月 23・24日 

○	
 支援責任者会議	
 7月 24・25日 
	
 	
 ○	
 東海・北陸ブロック事務局長会議	
 10月 28日、2月 13日 
	
 	
 ○	
 フォーラム・研修 

・  フォーラム及び秋期全国研修	
 平成 27年 10月２～４日	
 ８名参加	
  
	
 	
 	
 ・	
 東海・北陸ブロック質の向上研修 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 前期	
 平成 26年９月 12・13日	
  ４名参加 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 後期	
 平成 28年２月 13・14日 	
 ４名参加 
・	
 直接支援実地研修      平成 27年 11月 10～13日	
 １名参加 

平成 27年 12月７～11日	
  １名参加 
 
⑶   新規ボランティアの募集及び養成講座 
４月中、新聞、ポスター等を通じ募集し面接の上、研修を開始 

５月 25日	
 地方自治体、警察における被害者支援 
５月 26日	
 性犯罪被害者の理解と対応、リスニング技術 
５月 28日	
 被害者支援の意義等 
５月 29日	
 被害者遺族の声を聴く、犯罪被害者支援の実際 

ボランティアとして２名を委嘱	
  

６	
 財政基盤

の強化 

⑴   賛助会員 
賛助会員＼年度 H26年度 H27年度 前年度対比 
企業・団体 209 265 ＋56(+26.8%) 
警察職員 2,217 2,250 ＋33(＋1.5%) 
その他個人 253 247 －6(－2.4%) 

計 2,679 2,762 ＋83(＋3.1%) 
	
 	
 	
 平成 27年度中に新規に企業・団体賛助会員 56団体を確保したが、その他

個人賛助会員が会費未納で 6人減少 
 
⑵   支援募金箱 

区分＼年度 H26年度 H27年度 前年度対比 
募金箱設置数 69個 69個 ±0個(±0%) 
募 金 総 額 76,097円 101,162円円 ＋25,065円(＋32.9%) 

ア	
 支援募金箱は、各自治体、企業・団体、警察署等の協力を得て設置 
イ	
 支援募金箱の製造が中止されているため、新たな募金箱 50個を購入 
 

⑶   支援自販機 
区分＼年度 H26年度 H27年度 前年度対比 
設置台数 30台  37台 ＋7台(＋23.3%) 
金 額 312,143円 495,221円 ＋183,078円(＋58.7%)) 

公募入札のため警察署の支援自販機が４台減少したが、富山県警察の協力



を得て、新たに警察本部に６台、及び自動車学校等民間施設に５台の自動販

売機を犯罪被害者支援自動販売機として増設した。 
⑷   寄付・チャリティー募金活動 
ア	
 突然の犯罪被害に遭って苦しんでいる犯罪被害者のために役立ててほ

しいと「富山市大泉地内の殺人・放火事件捜査に協力する会」から 100万
円の寄付を受けたほか、高岡地区外国人対策協議会、富山中央警察署、南

砺警察署、富山南警察署・警察本部機動隊等からも寄付を受けた。 
イ	
 11 月 28 日、富山市内で開催された「講演会&コンサート」において募
金活動を展開した。この結果、募金と寄付の総額は 1,376,132円となった。 

⑸   	
 ホンデリング活動 
	
 	
 県民から不要となった本の寄贈を受け、その売却代金を寄付金として受領

し、49,868円の入金となった。 
	
 	
 特に、富山地方検察庁、富山保護観察所から全面的な協力を得て、多くの

本の寄贈を受けた。	
 	
 	
  

７	
 関係機関

との連携 
 

⑴   内閣府 
交通事故で家族を亡くした子供の支援に関する意見交換会(１月７日) 

⑵   富山県 
ア	
 性犯罪・性暴力被害者等支援に係る関係機関連携会議(５月 14日、11月

26日) 
イ	
 犯罪被害者等関係機関連携会議(11月 5日、2月 4日) 
ウ	
 犯罪被害者等支援担当者研修会(８月３日) 

⑶   富山県警察 
	
 ア	
 富山県被害者支援連絡協議会総会(７月３日) 
イ「命の大切さを学ぶ教室」等の開催 
○	
 命の大切さを学ぶ教室 

延８回７中学・高校で実施(受講者 1,437名) 
○	
 企業・団体・地域を対象とした講演 

    	
   延３回実施(受講者 27名) 
○	
 作文の募集及び表彰 

同教室を受講した中・高校生から作文を募集し、中学生の部７編及び

高校生の部５編を優秀作として表彰 
	
 ウ	
 被害者支援ネットワーク総会出席 

７月 16日滑川、１月 28日砺波、２月 16日南砺、２月 18日富山ブロッ
ク、２月 25日黒東(入善)、２月 26日氷見、３月２日黒部警察署の被害者
支援ネットワーク総会に出席 

	
 エ	
 被害者支援員研修会(5月 20日) 
	
 オ	
 県民相談ネットワーク相談実務担当者連絡会議(８月 27日) 
	
 カ	
 人身安全関連事案対応に関する意見交換会(６月２日) 
	
 キ	
 犯罪被害者等関係機関連携会議(11月５日) 
ク	
 女性相談員等連絡会議(１月 14日) 



⑷   富山地方検察庁 
	
 	
 	
 富山地方検察庁との情報連絡会(５月 26日、６月２日、７月 28日、10月

１日、12月２日、１月 26日、３月 24日) 
⑸   女性相談センター 
女性保護啓発講演会(1月 14日) 

８	
 会議 

⑴   理事会(５回) 
ア	
 第１回理事会 
	
 平成 27年５月 23日	
 パレブラン高志会館 
平成 26年度事業報告・収支決算の承認、役員選定 

イ	
 第２回理事会 
	
 平成 27年６月 20日	
 パレブラン高志会館 

	
 	
 代表理事等の選任 
	
 ウ	
 第３回理事会 

	
 平成 27年９月２日(みなし決議) 
	
 	
 	
 財政基盤整備責任者の辞職と後任の採用の承認 
エ	
 第４回理事会 
	
 平成 27年９月 28日(みなし決議) 

	
 	
 センター設立 10周年記念事業等 
	
 オ	
 第５回理事会 

	
 平成 28年２月 27日	
 パレブラン高志会館 
	
 	
 	
 平成 28年度事業計画・収支予算の承認、理事の選定、規程の一部改正 
⑵   社員総会 
  ア	
 定時社員総会 
	
 	
 	
 平成 27年６月 20日	
 パレブラン高志会館 

平成 26年度事業報告・収支決算の承認、役員選任 
イ	
 臨時社員総会 
平成 28年３月 19日	
 パレブラン高志会館 
平成 28年度事業計画・収支予算の承認、理事の選任、規程の制定等 

９	
 当センタ

ーへの訪問 
○	
 10月 26日	
 自民党県議 PT 
○	
 12月８日	
 犯罪被害者支援専科生のセンター見学 
 

 


